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ジェットエンジンの燃焼器について希薄予混合燃焼などの低 NOx 燃焼⽅式が注⽬され
るものの，燃焼振動などの燃焼不安定性が問題となっている．本実験では，ジェットエンジ
ン燃焼器を模擬した供試体を⽤いて，実条件に近い⾼温⾼圧下での燃焼実験を⾏うことを⽬
的としている． 

柏⾼エンタルピー⾵洞を⽤いた燃焼実験を⾏うために，図 1 のように新たに燃焼器を製
作した．本実験装置は本郷⾵洞において常温⼤気圧条件下での燃焼実験で⽤いたものと共通
となっており，これまでの実験結果と容易に⽐較を⾏うことができる．今回の実験において
は，点⽕に⽤いる⽔素トーチバーナや燃料供給系，計測装置の動作確認を重点的に⾏った． 

今後の実験では，今回の実験で得られた情報をもとに，燃焼実験を⾏い，不安定現象の有
無や保炎可能な条件について調査を⾏っていく予定である．また排ガス採取や光学計測を⾏
い，燃焼効率の推定や燃焼場の計測なども⾏っていく予定である． 
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図 1 ジェットエンジンモデル燃焼器外観 


